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行
政
改
革
に
つ
い
て

問
　

効
率
を
い
う
が
、「
公
共
の
領

域
」
は
、
多
少
費
用
が
か
か
っ

て
も
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

で
は
。

答

民
間
が
担
う
こ
と
で
効
果
が
上

が
る
も
の
は
民
間
で
、
行
政
と
し

て
対
応
す
べ
き
施
策
等
は
行
政
で

重
点
的
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

問

成
果
主
義
は
、「
無
難
で
短
期

の
目
標
し
か
立
て
な
い
」、「
同
僚

や
上
司
間
の
協
力
・
連
帯
を
な
く

す
」、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
悪
影

響
」
な
ど
構
造
的
欠
陥
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
公
共
機
関
職
員
へ
の

導
入
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
。

答
　

成
果
主
義
に
よ
り
、
職
員
の

能
力
向
上
、
組
織
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

道
路
新
設
に
つ
い
て

問
　

浅
羽
東
部
線
（
浅
名
〜
諸
井

間
の
県
道
バ
イ
パ
ス
）
は
、
計
画

決
定
の
経
過
、
決
定
後
の
交
通

状
況
の
変
化
、
財
政
的
な
問
題

な
ど
か
ら
、
計
画
を
見
直
す
べ

き
で
は
。

答

当
路
線
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
都
市
計
画
施
設
と
し
て
認
識

を
し
て
お
り
、
県
道
整
備
事
業

と
し
て
事
業
化
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

問
　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
対
し
、

本
市
の
取
り
組
み
と
マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
の
啓
発
は
。

答

各
家
庭
で
ご
み
の
減
量
や
省

エ
ネ
生
活
に
取
り
組
む
ア
ー
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
事
業
な
ど
を
通
し

積
極
的
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は
市
内
事
業

所
の
協
力
に
よ
り
実
践
す
る
と

と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

低
体
温
児
童
急
増
に
つ
い
て

問
　

本
市
の
児
童
・
生
徒
に
お
け

る
実
態
と
原
因
、
そ
の
対
策
は
。

答

あ
る
小
学
校
で
は
約
１
割
の
児

童
が
平
熱
36
度
未
満
で
あ
っ
た
。

原
因
は
ま
だ
特
定
で
き
な
い
が
、

子
供
達
へ
の
直
接
指
導
や
学
校
保

健
委
員
会
と
家
庭
と
の
連
携
な
ど

に
よ
り
、
子
供
の
心
と
体
の
健
康

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問
　

（
仮
称
）「
袋
井
市
暴
力
追
放

推
進
協
議
会
」
の
設
置
の
考
え

及
び
外
国
人
犯
罪
の
防
止
と
し

て
の
体
制
整
備
の
考
え
は
。

答

協
議
会
の
設
置
に
は
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
。
外
国
人
の

生
活
相
談
は
犯
罪
防
止
に
結
び

つ
く
と
考
え
、
市
の
相
談
窓
口

の
開
設
を
検
討
し
た
い
。
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